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第86回
特別支援教育実践研究センターセミナー報告
日　時　平成25年12月15日㈰　午後２時～４時半
講　師　武居渡先生（金沢大学学校教育系准教授）
演　題　手話の獲得とその評価
１　子どもの手話の獲得について
　子どもが手話をどのように身に付けるか考える場合、言語獲
得と言語習得という観点を考慮する必要がある。言語獲得とは
第一言語を意味しており、日常的に使用しながら身に付けてい
くものである。言語習得は第一言語以外の言語についてを指
し、教わる・習うという自覚のもと、第一言語と比較しながら
身に付けていくものである。今回講演する内容としては、両親
が聾者である子どもの場合について取り上げるため、第一言語
が手話となるため「手話の獲得」としている。
　手話の喃語表出の準備段階に焦点を当てた研究を行い、聾児
と聴児5名を対象とし、５か月から15か月の間、月一回自宅を
訪問して母子コミュニケーションを収録した。その結果、聾児
には無意味な手の動き、すなわち非指示ジェスチャーが見られ
た。その特徴として、①初語表出前に出現し、②リズミカルな
繰り返しがあり、③発達に伴って手型や運動が多様化してお
り、④初語との音韻的連続性があった。これらは音声言語の喃
語や初語と類似しており、したがって、手話言語の獲得におい
て非指示ジェスチャーは喃語の役割を果たしているということ
が分かった。
　手話では指さしは代名詞や文末の主語の役割、疑問のマー
カーとして使われるためとても重要なものである。この指さし
は、１歳までに増加し、一度減少して１歳半頃にまた増加する
傾向があった。モノと自分のみの二項関係の指さしから、モノ
を介して人と関わる三項関係の指さしへと切り替わることが示
され、１語文から２語文になるための足掛かりになっていると
考えられた。
　また、手話には動詞が２種類ある。始点・終点が主語・目的
語に一致する屈折動詞と主語や目的語によって形が変化しない
非屈折動詞である。語形変化を伴う動詞についても、２歳頃か
ら獲得していると考えられる。
　総じて言うと、聴児の日本語獲得と、聾児の手話の獲得は同
じような過程を経ると推測される。
２　手話獲得に関する評価方法
　聾児の日本語習得を支援する際に、聾児がどれだけ手話を獲
得しているか客観的に把握することが必要となる。日本国内で
は手話力の評価方法を作成した例は無く、聾学校では教師の主
観によって、子どもの手話力を評価せざるを得なかった。そこ
で、客観的な指標が必要なのではないかと考えた。さらに、聾
学校の教員が実施しやすいよう、短時間で簡潔に、しかも客観
的に評価できるような評価法を検討したので、内容について説
明する。Hermanが作成した評価方法を参考とし、色々な手話
による刺激が収録されているビデオを見て、手話と同じ内容の
ものを数種類の絵の中から選ぶという方法を採用し、日本手話
文法理解テスト実用版を作成した。実際に行った結果、評価で
きる対象児は幼稚部年長児から小学校３，４年までであった。
また、一定の点数を超えている児は手話が問題なくできるが、
それ以下の児の場合は手話のみの使用は厳しく、基礎的なコ
ミュニケーションに力を入れるべきなどの、指導の手立てに活
かすことが可能である。
　
３　教科学習と手話
　言葉には、対話型コミュニケーションを通して獲得される生
活言語と、文脈や経験によらなくても意思の疎通が可能になる
学習言語という分類がある。また、大人との対話の中でことば
が引き出される１次的ことばと、大人の援助がなくても自力で
話を構成できる２次的ことばという分類がある。教科指導を行
う場合には、児童が２次的ことばを獲得している必要がある。
　なぜ２次的ことばのレベルの手話力が日本語習得に必要な
のかというと、「読む」という活動には「読解的側面（ボトム
アップ的側面）」と「批判的読みの側面（トップダウン的側
面）」の２つの視点重要であるためである。読解的読みの側面
に着目した指導では、文字の羅列を単語や文にまとめ、さらに
意味につなげ命題を生成するため、ドリルや繰り返し読み、暗
記的手法が取られ、子どもも興味を持ちにくい。一方、批判的
読みに関する指導では、読み手が先行知識や推論、想像力、批
判的思考能力を使いながら、テキストを読み解く過程を重視す
る。手話を用いたアプローチとしては、批判的読みの部分で手
話による指導を行い、大まかな内容を理解させた上で、細かい
内容に入るほうが子どもにとっても無理がない方法と考えられ
る。
４　障害認識と手話
　聴覚障害児・者の障害認識を考える上で、手話は重要な役割
を有すると考える。健聴者の社会に出るときに、聞こえない人
のいる集団の中で生活し、そこで自信を得ることで異なる社会
（健聴者の社会）に出て行く素地が形成される。また、聾児の
アイデンティティ形成に影響を与える要因として①聾児の同年
齢集団②成人聾者との出会い③手話との出会い④親や教師の障
害認識が挙げられる。親や教師が「聞こえない」ということは
どういうことなのか、「聞こえる」親や教師がそれをどう捉え
ているかが、聾児の障害認識に影響することを留意しなければ
ならない。
